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はじめに 
 
本技術ガイダンスは、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（以下、「化審法」

という。）の制度上、第二種及び第三種監視化学物質について行うこととなっているリスク

評価の考え方と手法を解説したものである。 
第二種及び第三種監視化学物質については、有害性の調査の指示（法二十四条、第二十

五条の三）の必要性の判断、第二種特定化学物質への該当性（法第二条第三項）の判断、

環境放出抑制等に係る指導及び助言（法第三十条）の必要性の判断のために、リスク評価

を行うことが必要とされている。 
しかし、これに対応するリスク評価手法が十分に体系化されていない状況にあったため、

経済産業省は以下の一連の委託調査を実施した。 
 
• 平成 18 年度環境対応技術開発等（化学物質の有害性評価･リスク評価のための基盤

情報の整備及び評価スキームの確立）調査 
• 平成 19 年度環境対応技術開発等（化審法における監視化学物質のリスク評価スキー

ムに関する調査） 
• 平成 20 年度環境対応技術開発等（化審法における監視化学物質のリスク評価スキー

ムに関する調査）（以下、「平成 20 年度調査」という。） 
 
これらの調査は、監視化学物質のリスク評価手法の高度化を図ることを目的として、そ

の技術的な基盤を確立するための検討をするよう公募され、独立行政法人製品評価技術基

盤機構（以下、「NITE」という。）がこれらを受託した。本技術ガイダンスは、この 3 年間

の検討結果を踏まえ、平成 20 年度調査の成果の一つとしてとりまとめたものである。 
 
本技術ガイダンス及びここに記載された監視化学物質のリスク評価スキームは、3 年間に

亘る調査事業の中で、次の各分野のレビューアーの方々からの貴重なご意見も踏まえ、

NITE の責任で作成したものである。 
なお、本ガイダンスは、化審法の改正、技術的な知見の蓄積、および関係者の合意のも

と、修正が加えられることがありうる。 
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